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評価結果の総合所見 

本課題は、骨プレートなど生体内溶解性デバイスの実現に向け、高強度・高延性化や溶解性抑制を

持つ超高純度マグネシウム-亜鉛板材の開発を目指すものである。 

当初の目標は概ね達成しているが、次の研究開発に移行に向けての課題が残った。今後の取り組

み次第では企業との共同研究につながる可能性がある。超高純度マグネシウム-亜鉛ビレットの作製

プロセスを確立できたことは評価できる。 

一方、実用化に向けては、材料特性のみならず市場性についても十分検討することが望まれる。 
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